
明日への扉 

                                令和５年７月 №11 

          
学校教育目標：「夢に向かって挑戦」≪Challenge for Dream≫ 

 

 

  
 

 
         

 

 

 

 

 

 

 

 命を守る授業として、6月27日に1、3年生の交通安全教室を行いました。多くのご家

庭では、お子様の登下校や外出時に「車に気をつけて！」と、声掛けをしていらっしゃる

のではないでしょうか。本校の通学路は抜け道になっている所、線がなく歩道と車道の区

別がつきにくいところがあります。横断歩道や信号がないところを横断しなければならな

い時もあります。 

１年生は、大人と比べ、視線の位置が低く、視野も狭いです。安全に歩くということ

は、大人が考える以上に決して簡単なことではありません。 指導員の先生からは、「道

路を歩くときは、端を歩きます。道いっぱいに広がりません。」「道路を渡るときは、ち

ょっと止まって、右・左・右、手を上げて車が止まったら渡ります。」「信号は、青のと

きだけ渡ります。」など、教わりました。大人にとっては簡単であたりまえのことも１年

生にとっては十分に身に付いているとは言えないのが現状です。なぜ右側を歩くほうが安

全なのか、青信号でも交差点では左折してくる車に気をつけなければいけないのか等わか

りやすく教えてくださいました。 夏休みを前に今一度道路の歩き方についてご家族で話

し合われてみてはいかがでしょうか。 

 3年生の授業では、交通ルールの変化を痛感させられました。以前は安全な自転車の乗

り方という点でお話があり、自転車に乗っていて事故（被害）にあわないことを第一に話

をされていました。今回は自転車に乗る責任、自転車で相手をけがさせてしまう（加害）

を第一にお話をされています。下図のように、まず話をされることは、小学生であっても 

保険に入ること。次に自転車の点検の話です。自転車保険に入ることは、千葉県において 

は昨年度から義務化されており、 

高額なものでは、1億円近い賠償 

金を請求されることもあります。 

事故を起こさない・事故に合わな 

いがまずもって大切です。夏休み 

前に自転車の乗り方についても、 

ご家庭でお話し合いください。 

 
＊裏面は、「自転車ヘルメットの購入にかかわる補助」の情報提供です。 

宮久保小学校だより 



＊市川市内在住の方に、SGマーク等の安全基準を満たすヘルメットを購入する際、市から 

補助金（要：申請）でるそうです。詳しくは下記のチラシを参考にしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


